
はじまります！６月議会

５日に開会する６月議会では、北九州市に対し、物価高騰対策など市民の暮らしに寄り添った施策を求めます。
また、進行中の軍備拡大について質し、「戦争の準備ではなく、平和と市民の生活を守れ」の声を市長に届けます。

日本共産党北九州市会議員団

質問内容と登壇者 ※質問内容は変更となる場合があります。
※質問日程の詳細は決まり次第、HPにてお知らせいたします。

　４月 17 日、北九州市議団は、北九州市産業経
済局に対し、市内企業へのトランプ関税の影響に
ついて報告を求めました。市は、自動車・輸出関
連など 35 社への聞き取りや、相談窓口を開設し
たことを報告。現時点で顕著な影響は見られない
ものの、今後も状況を注視するとしています。
　市議団は、リストラや中小企業への影響につい
てしっかり把握するとともに、必要な対策を講じ
るよう求めました。

６月  ５日（木） 本会議（開会・代表質疑・一般質問）
６月  ６日（金） 本会議（一般質問）
６月  ９日（月） 本会議（一般質問）
６月10 日（火） 本会議（一般質問）
６月11日（水） 常任委員会
６月12 日（木） 常任委員会／議会運営委員会
６月13 日（金） 本会議（閉会）

議会日程

請願・陳情の締め切りは６月４日（水）です

会派質疑（60 分）

●補正予算議案
　物価高に対する生活者

等への支援
　常盤橋関連事業
●一般議案
　随意契約について など

一般質問（30 分）

●軍拡と名簿提供について
●高齢者支援について
　地域で身近な聴力検査
　葛原地域のデマンド交通

一般質問（60 分）

●物価高騰対策について
●子ども誰でも通園制度
について

●下関北九州道路建設に
ついて

●沖縄県先島諸島の戦争
避難計画について

一般質問（30 分）

●不登校への対策と支援に
ついて

　現場に携わる専門職や
教員の処遇改善を

一般質問（30 分）

●市営住宅共用部分の
LED化と入居促進

●農業政策から考える
　学校給食について

高橋  都 議員

宇土  浩一郎 議員

大石  正信 議員

伊藤  淳一 議員

永井  佑 議員

トランプ関税に関する聞き取りトランプ関税に関する聞き取り



　1日508トンを処理する大型施設
で、ごみ減量に逆行しています。
　日本のごみ処理の約８割は熱回収
ですが、ヨーロッパではリサイクルに
含まれない手法です。
　発電と蓄電の一体化も課題です。

　響灘に建設される洋上風力発電は
25 基で17 万世帯分の電力を供給で
き、北九州の産業・雇用に好影響が
期待され、国内外への積出拠点にな
り得ます。
　一方、九電による出力制御や蓄電
設備の整備などの課題も残ります。

有機農園新日明工場

響灘洋上風力発電

持続可能な農業のモデル
2025 年 4月始動

必要なのは蓄電施設

　「Truth」「Image」「Consider」 の
理念のもと、戦争の真実を学び、加
害の歴史も隠さず伝え、未来の平和
について考える場を提供しています。
　市民一人ひとりが平和を自分ごとと
して考える大切な拠点となっています。

　住宅地の中心に建設予定で、交通
渋滞・水質汚染・地価高騰など住民
の不安の声が上がっています。
　行政や企業は、住民に対し丁寧な
説明と対話で信頼を築き、安心の確
保が必要です。

ASE 誘致予定地

「戦争の本当の姿」を伝える予定地は、小学校に近い
住宅地に囲まれた静かな場所 北九州平和資料室
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　４月11日、北九州市議団
は、市の事業について問題
意識を共有するため、市内
施設を視察しました。
　現地を訪れることで、各施
設の課題や改善点を改めて
確認することができました。
　今後もこの知見を活かし、
市の予算の使い道を注視し
ながら、改善に取り組んで
まいります。

　規模は関門橋の約３倍、「生活や観光に役
立つ」と言われますが、その効果は未検証です。
　市試算では１日２万台通行しても年間 94億
円の赤字が見込まれ、災害時に甚大な被害が
想定される小倉東断層の真上という、極めて
危険な計画です。

　下水汚泥を100％再資源化、汚泥肥料も
安全とされています。
　しかし、欧米ではPFASや医薬品残渣な
どの微量有害物質への厳格な監視が進んで
おり、日本もその基準を満たすまでは「安全」
とは言いきれません。

下関北九州道路 日明浄化センター
とにかく大きい橋　かかるお金もケタ違い 北九州市最大の下水処理施設市内視察

　有機農法を「安全でおいしい野菜
を届けたい」という思いで続けられ
ている農家で話を聞きました。
　継続には自治体や国の支援が不
可欠で、学校給食への活用が鍵です。


